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平成２８年５月２６日 

フコクしんらい生命保険株式会社 

 
平成２７年度決算のお知らせ 

 

フコクしんらい生命保険株式会社（本社：東京都新宿区西新宿８-１７-１、社長：山本 幹男）の 

平成２７年度（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）決算をお知らせします。 

 

 

 

１．業績の状況＜個人保険分野（個人保険と個人年金保険の合計）＞ 

［契約高（保険金ベースの指標）］ 

新契約高は、金融機関代理店おける販売が好調に推移したため、前年度比１１０.７％の 

２，６９３億円となりました。また、新契約高が解約・失効契約高などの減少契約高を上回っ

たことから、保有契約高は前年度末比１０６.７％の２兆５，８１４億円と堅調に増加しまし

た。 

［年換算保険料（保険料ベースの指標）］ 

新契約年換算保険料は前年度比１１２.７％の１６０億円、保有契約年換算保険料は前年度

末比１０６.５％の１,６８１億円となりました。 

 

２．損益の状況 

保険本業の期間収益を示す基礎利益は２４億円となりました。また、経常利益は３２億円、

当期純利益は１６億円となりました。 

 

３．ソルベンシー・マージン比率 

保険金等の支払能力の状況を示すソルベンシー・マージン比率は、６７７.０％と引き続き

十分な水準を維持しています。 

 

 

 

 

 

≪当社の格付≫ 保険金支払能力格付：Ａ＋ ［日本格付研究所(JCR) 平成 28年 5月 1日現在］ 

主要業績の概況 
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１．主要業績

（１）保有契約高、新契約高及び解約･失効契約高

①保有契約高
（単位：千件、億円、％）

前年度末比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 191 112.9 10,083 108.2 215 112.3 10,991 109.0 

個 人 年 金 保 険 378 106.8 14,099 104.6 403 106.7 14,822 105.1 

570 108.8 24,182 106.1 619 108.6 25,814 106.7 

- - 4,379 87.9 - - 3,705 84.6 

（注）個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の

責任準備金を合計したものです。

②新契約高
（単位：千件、億円、％）

前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

個 人 保 険 29 143.5 1,345 145.5 1,345 145.5 - - 

個 人 年 金 保 険 34 110.3 1,087 108.1 1,087 108.1 - - 

63 123.4 2,433 126.1 2,433 126.1 - - 

- - 4 - 4 - - - 

前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

個 人 保 険 30 105.8 1,433 106.5 1,433 106.5 - - 

個 人 年 金 保 険 37 109.4 1,260 115.9 1,260 115.9 - - 

68 107.7 2,693 110.7 2,693 110.7 - - 

- - 47 961.7 47 961.7 - - 

（注）個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

③解約・失効契約高（個人保険＋個人年金保険）
（単位：億円、％）

前年度比 前年度比

738 103.1 746 101.1 

3.24  △ 0.04 3.09  △ 0.15 

（注）１．失効後復活契約を失効と相殺せずに算出しています。

２．解約・失効率の前年度比には増減ポイントを記載しています。

区　　分
件　数 金　額

平成２６年度末 平成２７年度末

件　数 金　額

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

個人保険＋個人年金保険

件　数 金　額

新契約＋転換による純増加

解 約 ・ 失 効 率

区　　分

解 約 ・ 失 効 契 約 高

団 体 保 険

平成２６年度

平成２７年度

転換による純増加新契約

転換による純増加

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

新契約＋転換による純増加

平成２６年度

金　額 金　額

新契約

件　数 金　額 金　額 金　額

平成２７年度
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（２）年換算保険料                           　　　　　　　　　

①保有契約

（単位：百万円、％）

前年度末比 前年度末比

33,816 116.1 39,559 117.0 

123,993 103.6 128,581 103.7 

157,810 106.1 168,141 106.5 

うち医療保障・生前給付保障等 1,692 98.8 1,685 99.6 

②新契約
（単位：百万円、％）

前年度比 前年度比

5,850 164.0 6,920 118.3 

8,354 111.2 9,087 108.8 

14,204 128.2 16,008 112.7 

うち医療保障・生前給付保障等 98 98.4 93 95.3 

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの

　　保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障

　　給付（特定疾病給付等）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

（３）主要収支項目
（単位：百万円、％）

前年度比 前年度比

153,338 141.1 170,780 111.4 

25,492 106.2 25,117 98.5 

56,601 115.3 62,654 110.7 

24 111.8 20 80.5 

4,754 101.3 3,294 69.3 

483 89.2 422 87.4 

1,086 59.8 1,651 152.1 

（４）総資産
（単位：百万円、％）

前年度末比 前年度末比

1,743,220 106.9 1,870,142 107.3 

区　　分

個 人 保 険

平成２６年度末 平成２７年度末

資 産 運 用 収 益

平成２６年度 平成２７年度

平成２７年度

個 人 年 金 保 険

合 計

合 計

保 険 料 等 収 入

区　　分

区　　分

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

総 資 産

区　　分
平成２６年度末 平成２７年度末

平成２６年度

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額

当 期 純 利 益

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 費 用

経 常 利 益
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２．平成２７年度末保障機能別保有契約高

(単位：千件、億円)　

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

210 10,927 - - 2,176 3,704 2,387 14,631 

21 751 392 1,248 36 13 449 2,013 

- - - - - - - - 

4 64 403 14,822 0 0 408 14,887 

38 2 0 0 38 0 76 2 

38 2 0 0 - - 38 2 

25 1 0 0 - - 25 1 

8 - 0 - 38 - 47 - 

45 - 0 - - - 45 - 

（注）１．団体保険の件数は被保険者数を表します。

２．生存保障欄の金額は、個人年金保険及び団体保険（年金特約）については、年金支払開始前契約の

　　年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものを表します。

３．入院保障欄の金額は入院給付日額を表します。

４．低解約返戻金型終身保険(無選択型)の災害死亡保障は普通死亡欄に計上しています。

項　　　目

個 人 保 険 個 人 年 金 保 険 団 体 保 険 合 計

死
亡
保
障

普 通 死 亡

災 害 死 亡

その他の条件付
死 亡

手 術 保 障

生 存 保 障

入
院
保
障

災 害 入 院

疾 病 入 院

その他の条件付
入 院

障 害 保 障
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３．平成２７年度決算に基づく契約者配当金例示

　平成27年度決算に基づく当社の「5年ごと利差配当付終身保険」、「5年ごと利差配当付養老保険」および

です。

<例1> 5年ごと利差配当付終身保険の場合

30歳加入、60歳払込満了、男性、年払、保険金100万円

<例2> 5年ごと利差配当付養老保険の場合

30歳加入、30年満期、全期払込、男性、年払、保険金100万円

<例3> 3年ごと利差配当付災害死亡給付金付個人年金保険の場合

50歳加入、60歳年金開始、年金支払期間5年、一時払、保険料100万円

(注）1.経過年数とは平成28年4月1日から平成29年3月31日の間の契約応当日での経過を示します。

2.上記配当金は、責任準備金に各年度の利差益配当率を乗じた金額の合計となります。

3.平成27年度決算に基づく利差益配当率は以下のとおりです。

年　払
半年払
月　払

一時払

年　払
半年払
月　払

一時払

なお、契約者配当準備金は配当金として確定したものではなく、今後の運用実績等によって変動（増減）し、

お支払いできないこともあります。

「3年ごと利差配当付災害死亡給付金付個人年金保険」について契約者配当金を例示しますと以下のとおり

契約日 予定利率 経過年数 保険料 配当金

平成23年10月1日 1.65%  5年 　  24,731円 467円

2,876円

平成18年10月1日 1.65% 10年 　  25,149円 1,320円

平成13年10月1日 1.65% 15年 　  31,436円

平成23年10月1日 1.65%  5年 　  31,378円

平成13年10月1日

契約日 予定利率 経過年数 保険料 配当金

0円

1.80%－予定利率
ただし予定利率が
1.25%の場合はゼロ

1.50%－予定利率
ただし予定利率が1.50%
より小さい場合はゼロ

平成25年10月1日 0.80% 　3年 1,000,000円 0円

平成22年10月1日 1.25% 　6年

対象となる保険契約 利差益配当率

　5年ごと利差配当付終身保険
　5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
　5年ごと利差配当付特定疾病保障終身保険
　5年ごと利差配当付養老保険
　5年ごと利差配当付こども保険
　5年ごと利差配当付個人年金保険
　5年ごと利差配当付年金支払移行特約

1,000,000円

　3年ごと利差配当付災害死亡給付金付個人年金保険

1.50%－予定利率
ただし予定利率が
1.25%の場合はゼロ

ゼロ

　例示契約以外につきましても、上記の利差益配当率に基づき契約者配当準備金を積み立てています。

1.65% 15年 　  25,149円   　     2,228円

平成18年10月1日 1.65% 10年 　  31,436円

610円

契約日 予定利率 経過年数 保険料 配当金

1,701円
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４．平成２７年度の一般勘定資産の運用状況

（１）平成２７年度の資産の運用状況

①運用環境

②運用方針

③運用実績の概況

平成２７年度のわが国経済は、年度前半には日経平均株価が約１８年半ぶりの高値水準に達するな

どの明るい材料もあり、回復にむけて穏やかに歩み始めました。しかし、年度後半は原油価格の下落

や世界経済の減速懸念が広がり、日本経済は足踏み状態にとどまりました。 

国内株式市場については、日経平均は１９，１００円台での取引開始となりました。企業決算に対

する期待などから株価は４月中旬に終値で２０，０００円の大台を回復しました。それ以降も大幅な

円安の進行などを受けて株価は好調な推移を続け、６月には約１８年半ぶりの高値水準を記録しまし

た。しかし、その後は中国経済に対する懸念などを材料に株価は調整し、９月には１７，０００円を

割り込みました。年末にかけて株価は持ち直す場面もあったものの、原油安の進行などを背景に再び

下落に転じ、２月には１５，０００円を下回りました。国内投資家などの買いにより株価は年度末に

向けて上昇し、１６,７００円台で取引を終了しました。 

長期金利については、１０年国債利回りは０．４％台で取引を開始しました。ギリシャ債務問題や

米国の利上げ時期を材料に、金利は年度初から乱高下し、６月には０．５％を上回りました。しかし、

それ以降は不安定な中国市場や原油価格の下落などを背景にリスク回避姿勢が促され金利は低下基調

となり、１０月には０．３％を割り込みました。金利上昇が抑えられた状況が続く中、１月には日本

銀行による「マイナス金利付き量的・質的金融緩和」の導入が発表され、長期金利は３月に史上最低

金利のマイナス０．１３５％を記録し、年度末はマイナス０．０５％で取引を終了しました。 

円相場については、１ドル１２０円台で取引を開始しました。５月中旬までは大きく水準を変える

ことなく推移していましたが、米国連邦準備制度理事会の議長が年内の利上げに言及したこともあり

急激にドル高が進行し、６月には２００２年１２月以来の１ドル１２５円台を記録しました。しかし、

その後は中国の中央銀行による人民元中心レートの突然の切り下げなどにより世界経済の先行き不安

が高まり、円は大きく買い進まれ、８月には一時１１６円台となりました。９月以降は米国の利上げ

観測の高まりなどにより１２０円台での推移が暫く続きました。年明け以降は、原油価格の下落が顕

著になり、更に米国の利上げペースが鈍化するとの見方が強まり円は一段と買い進まれ、３月には 

１ドル１１０円台を記録し、年度末は１ドル１１２円台で取引を終えました。 

資金の性格に鑑み、安全性を基本としつつ、長期、安定的な収益を確保できる資産構築を目指し、国

内公社債への投資を軸とした運用方針としています。 

市場動向や販売商品の特性を考慮し、外貨建資産については投資を控えています。 

金融環境の変化に対応し、効率的運用を行うと同時に、資産の健全性向上を図ります。 

 

平成２７年度末の一般勘定資産（総資産）は、前年度末から１，２６９億円増加し、 

１兆８，７０１億円となりました。主な内訳は公社債の１兆８，０３８億円で、総資産構成比９６．５％

であります。 

資産運用収益は、利息及び配当金等収入が２４２億円、収益全体では２５１億円となりました。一方、

資産運用費用は２０百万円となり、資産運用収支は２５０億円となりました。 

含み損益（時価と帳簿価額との差損益）は、２，４２５億円（内訳は国内公社債の２，４２３億円、

株式の１億円、その他の証券の１億円）となりました。 
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（２）資産の構成
（単位：百万円、％）

金　額 占　率 金　額 占　率

52,338 3.0 52,564 2.8 

- - - - 

- - - - 

- - - - 

- - - - 

- - - - 

1,677,441 96.2 1,804,290 96.5 

1,676,939 96.2 1,803,821 96.5 

215 0.0 201 0.0 

- - - - 

公 社 債 - - - - 

株 式 等 - - - - 

287 0.0 267 0.0 

3,393 0.2 3,375 0.2 

91 0.0 103 0.0 

510 0.0 - - 

9,444 0.5 9,807 0.5 

△  0 △  0.0 △  0 △  0.0 

1,743,220 100.0 1,870,142 100.0 

- - - - 

（３）資産の増減
（単位：百万円）

公 社 債

株 式 等

う ち 外 貨 建 資 産 - - 

貸 倒 引 当 金  △  0  △  0 

合 計 111,869 126,921 

繰 延 税 金 資 産  △  403  △  510 

そ の 他 581 362 

貸 付 金 9  △  17 

不 動 産  △  4 12 

- - 

- - 

そ の 他 の 証 券 60  △  19 

株 式 26  △  13 

外 国 証 券 - - 

有 価 証 券 110,836 126,849 

公 社 債 110,750 126,882 

商 品 有 価 証 券 - - 

金 銭 の 信 託 - - 

債券貸借取引支払保証金 - - 

買 入 金 銭 債 権 - - 

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ 849 225 

買 現 先 勘 定 - - 

平成２７年度

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

不 動 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

区　　　分 平成２６年度

株 式

区　　　分
平成２６年度末 平成２７年度末

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債

６ フコクしんらい生命保険株式会社



（４）資産運用関係収益
（単位：百万円）

平成２６年度 平成２７年度

23,404 24,226 

預 貯 金 利 息 - - 

有 価 証 券 利息 ・配 当金 23,283 24,106 

貸 付 金 利 息 121 120 

不 動 産 賃 貸 料 - - 

そ の 他 利 息 配 当 金 - 0 

- - 

- - 

- - 

2,088 890 

国 債 等 債 券 売 却 益 2,083 890 

株 式 等 売 却 益 5 - 

外 国 証 券 売 却 益 - - 

そ の 他 - - 

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

25,492 25,117 

（５）資産運用関係費用
（単位：百万円）

平成２６年度 平成２７年度

14 9 

- - 

- - 

- - 

- - 

国 債 等 債 券 売 却 損 - - 

株 式 等 売 却 損 - - 

外 国 証 券 売 却 損 - - 

そ の 他 - - 

- - 

国 債 等 債 券 評 価 損 - - 

株 式 等 評 価 損 - - 

外 国 証 券 評 価 損 - - 

そ の 他 - - 

- - 

- - 

- - 

0 0 

- - 

- - 

10 10 

24 20 

（６）資産運用関係収支
（単位：百万円）

平成２６年度 平成２７年度

25,468 25,097 

賃貸用不動産等減価償却費

そ の 他 運 用 費 用

合 計

区　　　分

資 産 運 用 関 係 収 支

貸 付 金 償 却

区　　　分

支 払 利 息

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

有 価 証 券 売 却 損

有 価 証 券 評 価 損

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

合 計

区　　　分

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益

有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

そ の 他 運 用 収 益

７ フコクしんらい生命保険株式会社



（７）資産運用に係わる諸効率
①資産別運用利回り

（単位：％）

平成２６年度 平成２７年度

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

1.58 1.45 

1.58 1.45 

8.89 4.32 

- - 

3.55 3.57 

- - 

1.52 1.40 

- - 

（注）１．利回り計算式の分母は帳簿価額ベースの日々平均残高、分子は経常損益中、

　　資産運用収益－資産運用費用として算出した利回りです。

２．海外投融資とは、外貨建資産と円貨建資産の合計です。

②売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

商 品 有 価 証 券

区　　　分

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

不 動 産

一 般 勘 定 計

う ち 海 外 投 融 資

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

う ち 公 社 債

う ち 株 式

う ち 外 国 証 券

貸 付 金
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③有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）
（単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

466,198 527,650 61,451 61,723 271 469,206 585,663 116,456 116,456 - 

908,919 983,610 74,690 75,040 350 1,031,585 1,139,121 107,536 107,589 53 

- - - - - - - - - - 

292,531 302,322 9,791 9,876 85 284,963 303,498 18,535 18,535 0 

292,281 301,820 9,538 9,623 85 284,714 303,029 18,314 18,315 0 

93 215 122 122 - 93 201 108 108 - 

- - - - - - - - - - 

公 社 債 - - - - - - - - - - 

株 式 等 - - - - - - - - - - 

156 287 131 131 - 156 267 111 111 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

1,667,649 1,813,583 145,933 146,641 707 1,785,755 2,028,283 242,528 242,581 53 

1,667,400 1,813,081 145,680 146,388 707 1,785,506 2,027,814 242,307 242,361 53 

93 215 122 122 - 93 201 108 108 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

156 287 131 131 - 156 267 111 111 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

（注）本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。
（単位：百万円）

④金銭の信託の時価情報

該当ありません。

区　　分

平成２６年度末 平成２７年度末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価
差損益

株 式

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

合 計

公 社 債

満 期 保 有 目 的 の 債 券 - - 

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

区　　分 平成２６年度末 平成２７年度末

非 上 場 外 国 債 券 - - 

そ の 他 - - 

責 任 準 備 金 対 応 債 券 - - 

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式 - - 

そ の 他 有 価 証 券 - - 

非 上 場 国 内 株 式 （ 店 頭 売 買 株 式 を 除 く ） - - 

非 上 場 外 国 株 式 （ 店 頭 売 買 株 式 を 除 く ） - - 

非 上 場 外 国 債 券 - - 

そ の 他 - - 

合 計 - - 

９ フコクしんらい生命保険株式会社



５．貸借対照表
（単位：百万円）

平成２６年度末 平成２７年度末 平成２６年度末 平成２７年度末
（平成２７年３月３１日現在)（平成２８年３月３１日現在） （平成２７年３月３１日現在）（平成２８年３月３１日現在）

金額 金額 金額 金額

52,338 52,564 1,688,473 1,806,177 

0 0 2,196 2,284 

52,338 52,564 1,685,569 1,803,241 

1,677,441 1,804,290 707 650 

857,675 917,442 377 480 

378,708 410,729 14 12 

440,554 475,648 3,477 2,375 

215 201 805 203 

287 267 167 81 

3,393 3,375 1,113 1,150 

3,393 3,375 17 15 

211 207 1,206 722 

91 103 22 26 

119 103 145 175 

3,263 3,258 1 2 

848 710 8,643 9,000 

1,102 658 8,643 9,000 

1,312 1,888 - 1,837 

4 2 1,700,988 1,819,886 

2 0 

6,054 6,442 20,499 20,499 

1,501 1,759 10,499 10,499 

202 143 10,499 10,499 

4,066 4,238 4,223 5,875 

248 252 4,223 5,875 

35 47 繰越利益剰余金 4,223 5,875 

510 - 35,223 36,875 

 △  0  △  0 7,008 13,380 

7,008 13,380 

42,232 50,255 

1,743,220 1,870,142 1,743,220 1,870,142 

評価・換算差額等合計

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

貸 倒 引 当 金 その 他有価証券評価差額金

未 収 金 資 本 剰 余 金

前 払 費 用 資 本 準 備 金

未 収 収 益 利 益 剰 余 金

預 託 金 その他利益剰余金

仮 払 金

繰 延 税 金 資 産 株 主 資 本 合 計

代 理 店 貸 負債の部合計

再 保 険 貸 （純資産の部）

そ の 他 資 産 資 本 金

ソ フ ト ウ ェ ア 特別法上の準備金

リ ー ス 資 産 価格変動準備金

そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 繰 延 税 金 負 債

建 物 資 産 除 去 債 務

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 仮 受 金

無 形 固 定 資 産 退 職 給 付 引 当 金

貸 付 金 未 払 費 用

保 険 約 款 貸 付 預 り 金

有 形 固 定 資 産 リ ー ス 債 務

社 債 そ の 他 負 債

株 式 未 払 法 人 税 等

そ の 他 の 証 券 未 払 金

有 価 証 券 契約者配当準備金

国 債 代 理 店 借

地 方 債 再 保 険 借

現 金 及 び 預 貯 金 保 険 契 約 準 備 金

現 金 支 払 備 金

預 貯 金 責 任 準 備 金

年　度 年　度

科　目 科　目
（資産の部） （負債の部）
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６．損益計算書
（単位：百万円）

平成２６年度 平成２７年度
平成２６年４月　１日から 平成２７年４月　１日から

平成２７年３月３１日まで 平成２８年３月３１日まで

金額 金額
179,458 196,692 

153,338 170,780 

153,256 170,665 

81 115 

25,492 25,117 

23,404 24,226 

有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 23,283 24,106 

貸 付 金 利 息 121 120 

そ の 他 利 息 配 当 金 - 0 

2,088 890 

627 794 

38 43 

574 727 

13 23 

174,703 193,398 

56,601 62,654 

4,477 4,692 

800 1,154 

9,811 10,656 

41,212 45,907 

129 76 

171 166 

105,780 117,760 

92 88 

105,687 117,672 

0 0 

24 20 

14 9 

0 0 

10 10 

9,601 10,307 

2,695 2,655 

451 459 

1,173 1,309 

1,067 885 

1 0 

0 0 

4,754 3,294 

0 - 

0 - 

2,335 357 

1 0 

2,333 357 

2,333 357 

483 422 

1,935 2,514 

1,454 886 

 △  604  △  24 

849 862 

1,086 1,651 

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

固 定 資 産 等 処 分 損

保 険 金 据 置 支 払 金

税 金

減 価 償 却 費

退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

固 定 資 産 等 処 分 益

特 別 損 失

そ の 他 経 常 費 用

責 任 準 備 金 繰 入 額

契約者配当金積立利息繰入額

資 産 運 用 費 用

支 払 利 息

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 運 用 費 用

事 業 費

支 払 備 金 繰 入 額

そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用

保 険 金 等 支 払 金

保 険 金

年 金

給 付 金

解 約 返 戻 金

そ の 他 返 戻 金

再 保 険 料

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

保 険 金 据 置 受 入 金

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　科　目

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

保 険 料

再 保 険 収 入

資 産 運 用 収 益

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

有 価 証 券 売 却 益

そ の 他 経 常 収 益

年 金 特 約 取 扱 受 入 金

１１ フコクしんらい生命保険株式会社



１２        フコクしんらい生命保険株式会社 

 
 

注記事項 

 

（貸借対照表関係） 

平成２７年度末 

１．会計方針に関する事項 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、「保険

業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平成 12年 11月

16日 日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 21号）に基づく責任準備金対応債券について

は移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては 3月

末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて

困難と認められるものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債（外国債券を含む）

については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ以外の有価証券については移動平均法に

よる原価法によっております。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法に

より処理しております。 

 

（２）有形固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。なお、リース資産の残高はありま

せん。 

・有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法（ただし、建物（附属設備、構築物を除く）については定額法）を採用しております。 

なお、有形固定資産のうち取得価額が 10 万円以上 20万円未満のものについては、3年間で均等償

却を行っております。 

 

（３）貸倒引当金の計上方法 

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に則り、個別に債務者の支払能力を総合的

に判断し必要と認める額を計上しております。すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関

連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その

査定結果に基づいて引当を行っております。 

 

（４）退職給付引当金の計上方法 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、自己都合退職による期末要支給額を退職給付

債務として計上しております。 

 

（５）価格変動準備金の計上方法 

価格変動準備金は、保険業法第 115条の規定に基づき算出した額を計上しております。 

 

（６）消費税等の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

ただし、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用

に計上し 5年間で均等償却し、繰延消費税等以外のものについては、発生年度に費用処理しており

ます。 

 

（７）責任準備金の積立方法 

責任準備金は、保険業法第 116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式

により計算しております。 

① 標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成 8 年大蔵省告示第 48

号） 

② 標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式 

 

（８）無形固定資産の減価償却の方法 

無形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。 

・ソフトウェア 

 利用可能期間に基づく定額法によっております。 

・リース資産  

 リース期間に基づく定額法によっております。 

 



１３        フコクしんらい生命保険株式会社 

 
 

 

（貸借対照表関係） 

平成２７年度末 

（９）責任準備金対応債券 

個人保険・個人年金保険に設定した小区分（保険種類・資産運用方針等により設定）に対応した債

券のうち、負債に応じたデュレーションのコントロールを図る目的で保有するものについて、「保険

業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平成 12 年 11 月

16 日 日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 21 号）に基づき、責任準備金対応債券に区分

しております。 

なお、当期より、ＡＬＭ運用の更なる高度化を図る目的で、5 年ごと利差配当付一時払終身保険を

対象とする小区分を新設しております。この変更による貸借対照表及び損益計算書への影響はあり

ません。 

 

２．保険業法第 118 条第 1 項に規定する特別勘定以外の勘定である一般勘定の資産運用は、生命保険事

業の公共性や社会性を考慮して、流動性を確保しつつ安全かつ有利を基本原則としております。こ

の方針に基づき具体的には、長期、安定的な収益を確保できる資産構築を目指し、国債等債券を中

心とした有価証券に投資しております。なお、主な金融商品である有価証券は、市場リスク及び信

用リスクに晒されております。資産運用リスクの管理にあたっては、資産運用リスク管理委員会が

市場リスクや信用リスク等の状況を定期的に把握・管理しながら、資産運用部門への牽制機能を働

かせることにより、基本原則を逸脱する過度なリスクを排除し、資産の安全性を確保しております。

主な金融資産及び金融負債に係る貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。 

（単位：百万円） 

  貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

現金及び預貯金 52,564 52,564 － 

 有価証券として取扱わない現金及び預貯金 52,564 52,564 － 

有価証券 1,804,290 2,028,283 223,992 

 満期保有目的の債券 

責任準備金対応債券 

その他有価証券 

469,206 

1,031,585 

303,498 

585,663 

1,139,121 

303,498 

116,456 

107,536 

－ 

貸付金 3,375 3,375 △ 0 

 保険約款貸付 3,375 3,375 △ 0 

 

（１）現金及び預貯金（「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10号）に基づく有価証券として

取扱うものを除く） 

現金及び預貯金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。 

 

（２）有価証券（預貯金のうち「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号）に基づく有価証

券として取扱うものを含む） 

・市場価格のある有価証券 

 3月末日の市場価格等によっております。 

・市場価格のない有価証券 

 主に情報ベンダー、取引先金融機関から提示された価格等、合理的に算定された価格によってお

ります。 

 

（３）貸付金 

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、

返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿

価額を時価としております。 

なお、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する貸付金については、直接減額前の帳簿価額から

貸倒見積高を控除した額を時価としております。 

 

３．貸付金のうち、破綻先債権額は 6 百万円、延滞債権額は 0 百万円で、その合計額は 6 百万円であり

ます。なお、3 ヵ月以上延滞債権額及び貸付条件緩和債権額はありません。 

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本 
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（貸借対照表関係） 

平成２７年度末 

又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却

を行った部分を除く。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97号）第 96条第 1 項第 3号の

イからホまでに掲げる事由又は同項第 4号に規定する事由が生じている貸付金であります。 

延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図る

ことを目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。 

 

４．有形固定資産の減価償却累計額は 207百万円であります。 

 

５．関係会社に対する金銭債権の総額は 3百万円、金銭債務の総額は 126百万円であります。 

 

６．繰延税金資産の総額は 3,446百万円、繰延税金負債の総額は 5,161百万円であります。繰延税金資

産のうち評価性引当額として控除した額は 121百万円であります。 

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、価格変動準備金 2,520百万円及び保険契約準備金 622百

万円であります。 

繰延税金負債の発生の主な原因別内訳は、その他有価証券の評価差額 5,154百万円であります。 

当年度における法定実効税率は 28.8％であり、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率 34.3％との間の差異の主要な内訳は、税率変更による影響 3.9％、住民税均等割 1.1％でありま

す。 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成 28 年法律第 15 号）及び「地方税法等の一部を改正す

る等の法律」（平成 28年法律第 13号）の成立に伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に適用

される法定実効税率は 28.8％を適用しておりましたが、回収又は支払が見込まれる期間が平成 28

年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までのものについては 28.2％、平成 30 年 4 月 1 日以降のもの

については 28.0％にそれぞれ変更になりました。この変更により、当期末における繰延税金負債は

57百万円の減少となります。また、法人税等調整額は 98 百万円の増加となります。 

 

７．契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

    当期首現在高         707 百万円 

  当期契約者配当金支払額    479 百万円 

  利息による増加等        0 百万円 

  契約者配当準備金繰入額    422 百万円 

  当期末現在高         650 百万円 

 

８．保険業法施行規則第 71 条第 1 項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出

再責任準備金」という。）の金額は 22百万円であります。 

 

９．1株当たりの純資産額は 90,914円 93銭であります。 

 

10．保険業法第 259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当年度末における当社の今後の

負担見積額は 2,094百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理して

おります。 

 

11．退職給付に関する事項は次のとおりであります。 

（１）採用している退職給付制度の概要 

当社は、確定拠出型の制度として、確定拠出年金制度を設けております。なお、一部の従業員につ

いては退職一時金制度によっており、簡便法により退職給付引当金 2百万円及び退職給付引当金繰

入額 0百万円を計上しております。 

 

（２）確定拠出制度 

当社の確定拠出制度への要拠出額は、82百万円であります。 
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注記事項 

 

（損益計算書関係） 

平成２７年度 

 

 

１．関係会社との取引による収益の総額は 0百万円、費用の総額は 451百万円であります。 

 

２．有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券 890百万円であります。 

 

３．責任準備金繰入額の計算上、差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は 1百万円であり

ます。 

 

４．１株当たりの当期純利益は 2,987円 96銭であります。 

  

 

 

 

 



７．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

2,757 2,491 

2,088 890 

金銭の信託運用益 - - 

売買目的有価証券運用益 - - 

有価証券売却益 2,088 890 

金融派生商品収益 - - 

為替差益 - - 

その他キャピタル収益 - - 

- - 

金銭の信託運用損 - - 

売買目的有価証券運用損 - - 

有価証券売却損 - - 

有価証券評価損 - - 

金融派生商品費用 - - 

為替差損 - - 

その他キャピタル費用 - - 

2,088 890 

4,846 3,381 

- - 

再保険収入 - - 

危険準備金戻入額 - - 

個別貸倒引当金戻入額 - - 

その他臨時収益 - - 

91 87 

再保険料 - - 

危険準備金繰入額 91 87 

個別貸倒引当金繰入額 0 0 

特定海外債権引当勘定繰入額 - - 

貸付金償却 - - 

その他臨時費用 - - 

 △  91  △  87 

4,754 3,294 

平成２６年度 平成２７年度

基礎利益　　　　        　　　　　 Ａ

キャピタル収益

臨時費用

臨時損益　　　            　　　   Ｃ

経常利益　　      　　　　 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

キャピタル費用

キャピタル損益　　　 　　　    　  Ｂ

キャピタル損益含み基礎利益     Ａ＋Ｂ

臨時収益
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８．株主資本等変動計算書

 平成２６年度(平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで) （単位：百万円）

繰越利益
剰余金

当期首残高 20,499 10,499 10,499 3,137 3,137 34,137 4,075 4,075 38,213 

当期変動額

　当期純利益 1,086 1,086 1,086 1,086 

　株主資本以外
　の項目の当期
　変動額(純額)

2,932 2,932 2,932 

当期変動額合計    1,086 1,086 1,086 2,932 2,932 4,019 

当期末残高 20,499 10,499 10,499 4,223 4,223 35,223 7,008 7,008 42,232 

 平成２７年度(平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで) （単位：百万円）

繰越利益
剰余金

当期首残高 20,499 10,499 10,499 4,223 4,223 35,223 7,008 7,008 42,232 

当期変動額

　当期純利益 1,651 1,651 1,651 1,651 

　株主資本以外
　の項目の当期
　変動額(純額)

6,371 6,371 6,371 

当期変動額合計 1,651 1,651 1,651 6,371 6,371 8,023 

当期末残高 20,499 10,499 10,499 5,875 5,875 36,875 13,380 13,380 50,255 

株　　　　　　主　　　　　　資　　　　　　本 評価 ・換算差額等 純資産合計

資本金 資　本　剰　余　金 利　益　剰　余　金 株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計

株　　　　　主　　　　　資　　　　　本 評価 ・ 換算差額等 純資産合計

資本金 資　本　剰　余　金 利　益　剰　余　金 株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計
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注記事項 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

平成２７年度 

 
発行済株式の種類及び総数に関する事項 

(単位：千株) 

 当期首 

株式数 

当期増加  

株式数 

当期減少 

株式数 

当期末 

株式数 

発行済株式     

普通株式 552 － － 552 

合計 552 － － 552 

  

 

 

 

 



９．債務者区分による債権の状況
（単位：百万円、％）

平成２６年度末 平成２７年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4 6

危険債権 0 0

要管理債権 - -

5 6

（ 0.15 ） （ 0.20 ）

3,436 3,416

3,441 3,423

（注）１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て

　　等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に
　　従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
３．要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上延滞貸付金とは、
　　元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権
　　を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の
　　支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に
　　掲げる債権並びに３カ月以上延滞貸付金を除く。）です。
４．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権

　　以外のものに区分される債権です。

１０．リスク管理債権の状況

4 6

0 0

- -

- -

合計　 4 6

（貸付残高に対する比率） （ 0.15 ） （ 0.19 ）

（注）１．破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息

　　の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計上貸付金）の

　　うち、会社更生法、民事再生法、破産法、会社法等による手続き申立てにより法的倒産となった債務者、又は

　　手形交換所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申

　　立てがあった債務者に対する貸付金です。

２．延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図る

　　ことを目的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。

３．３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３カ月以上遅延しているもので、破綻

　　先債権、延滞債権に該当しない貸付金です。

４．貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

　　元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権及び

　　３カ月以上延滞債権に該当しない貸付金です。

貸付条件緩和債権額　

区　　分 平成２６年度末 平成２７年度末

破綻先債権額

延滞債権額

３カ月以上延滞債権額 

（単位：百万円、％）

区　　　分

小　　　　計

（対合計比）

正常債権

合　　　　計
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１１．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

35,223    36,875    

8,643    9,000    

1,893    1,981    

0    0    

8,812    16,681    

-    -    

2,274    2,385    

-    -    

-    -    

-    -    

1,745    2,319    

保険リスク相当額 Ｒ1 606    570    

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 114    112    

予定利率リスク相当額 Ｒ2 384    391    

最低保証リスク相当額 Ｒ7 -    -    

資産運用リスク相当額 Ｒ3 18,199    19,638    

経営管理リスク相当額 Ｒ4 386    414    

（注）

１２．平成２７年度特別勘定の状況

該当ありません。

１３．保険会社及びその子会社等の状況

該当ありません。

項　　　目 平成２６年度末 平成２７年度末

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 58,593    69,244    

資本金等

価格変動準備金

危険準備金

一般貸倒引当金

（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延ヘッジ損益
（税効果控除前））×９０％（マイナスの場合１００％）

土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達手段
等のうち、マージンに算入されない額

控除項目

その他

リスクの合計額 （Ｂ）

上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条及び平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。

18,984    20,455    

ソルベンシー・マージン比率

617.2%    677.0%    　　　　　     （Ａ）
　　  　 （１／２）×（Ｂ）

×１００ 

4

2

732

2

81 )()( RRRRRR 

×１００ 
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